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本日のご説明内容

（１）2次元不整形地盤モデルによる地震応答解析の補足説明
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褶曲構造の影響に関する感度解析(その２)

褶曲構造を段階的にゆるやかにしたモデルを用いて感度解析を行い，　
褶曲形状が増幅特性に及ぼす影響を検討する　　

　●第３アスペリティの入射角および方位角を考慮したSV波入射

　　による１号機側断面の伝達関数を比較

　●下記のケースにおいて比較

　①　モデル-A

　　　地質調査に基づく地盤モデル（前回ＷＧでご説明したモデル）

　②　モデル-B

　　　モデル-Aより褶曲構造をゆるやかにした場合の地盤モデル

　③　モデル-C

　　　モデル-Ｂより褶曲構造をゆるやかにした場合の地盤モデル

　　

検討の概要
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褶曲構造の影響に関する感度解析（その2）－2次元不整形地盤モデル
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褶曲構造の影響に関する感度解析(その２)－地盤モデル
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褶曲構造の影響に関する感度解析(その２)－検討方法

３種類の地盤モデルの伝達関数を比較し，褶曲形状の影響を評価
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褶曲構造の影響に関する感度解析(その２)－入射角・方位角
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褶曲構造の影響に関する感度解析(その２)－地盤増幅の分布

第３アスペリティSV波入射時の面外応答
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褶曲構造の影響に関する感度解析(その２)－地盤増幅の分布

第３アスペリティSV波入射時の面外応答
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まとめ

地質調査に基づく地盤モデル-Aと，褶曲構造を段階

的にゆるやかにした２つの地盤モデルの伝達関数を比

較し，褶曲形状が１号機の増幅特性に及ぼす影響を検

討した。

平滑化が小さい地盤モデルｰBおよび地盤モデル-Bよ

り平滑化を大きくした地盤モデル-Cともに，地質調査

に基づく地盤モデル-Aと同程度の応答となる。


